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赤十字 自主防災セ ミナー
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日本赤十字社東京都支部

事業部救護課長齊藤 紀彦 様より

応援メッセージをいただきました。

日頃から赤十字事業へのこ理解・こ協力を賜

り御礼申し上げます。

当支部では、「首都直下地震にも屈しない『災

害に強い東京』の構築に寄与する」というス

□―ガンのもと、自助・共助の重要性を再認

識いただき、応急手当や傷病者の搬送方法を

身に付け地域防災力を向上させることを目的

とした「赤十字自主防災セミナー」を実施し

ております。

このセミナーの特徴は、対象を町会、自治会、

自主防災組織等の地縁団体に絞つていること、

また、内容は応急手当や搬送の実技を中心に実

施するほか、セミナーを実施いただいた田I会

等には一人搬送も可能な担架や応急手当の資

機材セットを配備するところにあります。

数多くの田I会等で実施するためには、普及に

お手伝いいただくスタッフが必要となります

が、杉並区赤十字奉仕団から、区内の普及・

啓発にお手伝いいただけるとのお申し出いただ

き、早速モデル事業的にセミナーを実施させて

いただきました。

9月 には奉仕団員対象のセミナーを実施し、

今後|よ、セミナー受講者が中心となり、杉並

区内での普及をサポー トしていただける体制

を考えていくところです。

区内の地域事情に明るい奉仕団の方々にサ

ポー トいただくことは、当支部としても大変

心強く感じております。

また、日頃から防災に関する研鑽に積極的

な杉並区赤十字奉仕団の存在や取組みを区民

の皆様に広く知つていただく効果も期待でき

ます。

引続きのこ支援をよろしくお願いいたします。
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一 【赤十字自主防災セミナーのねらい】―
大災害時に|よ道路が寸断されたりして救急車や消防車が駆けつけることは

皆無となります。

大災害から人々のいのちを守るためには、町会・自治会などの地域での
防災力の向上が不可欠です。そのためには、地域住民に対するlll識 。意識・

行動を変える防災教育が必要です。

このような考えから日本赤十字社東京都支部で|よ、今年度の新規事業とし
て「赤十字自主防災セミナー」を啓発、実施しています。セミナーを受講し
た団体に|よ、救急車が来なくても自分たちで病院へ搬送できる「新型担架」と、
応急手当に必要な資機材を収めた「セルフケアセット」が無償配布されます。

杉並区赤十字奉仕団でlよ、この「赤十字自主防災セミナー」を奉仕団員が

実際に受講し、改めて大震災における自助・共助の重要性を再認識するとと
もに、新型担架による傷病者搬送方法やセルフケアセットの資材を用いた外
傷の応急手当を学びました。

赤十字自主防災セミナー アンケー ト集計結果
平成29年 9月 27日 (水 )午後 1時 30分～	職員会館201会議室

受講者数 :18名 		 アンケート回収数 :18名

新型担架による搬送を体験してどう感じましたか?
0組	み	立	て:ロスムーズにできた巨歪ヨ	ロ難しい国

□その他	広げる時、裏面の金具を足の力を使つて押し広げるところが重要
組み立ての時注意しないとけがをしそう

力が必要、やはり若い人に

今回は組み立てしていないので、体験したい□
②けが人等の担架に固定:□一人でもできた匝愛]	 □二人いないと無理E□
③搬	送	方	法 :□楽にできた匝菫ヨ	 ロ結構力が必要 13名

□その他	担架の持ち上げが無理
持ち上げのコツが会得できれば簡単

持ち上げる時、力が必要

二人必要

④負傷者側になつて :ロスムーズの担架移動できた□
□道路が凸凹だと体に響くのではと思う 11名

□安定感がなくふらつく□
□運ばれる時担架が斜めなので、足の方に体重がかかる感じがした□
□その他	不安定な体の乗せ方をすると怖いかも

安定感はあつたが、長い距離を搬送されるの|ま どうか?

意外と安定感があった□
外傷の応急手当を体験してどう感じましたか?

□ある程度習得することができた 11名 	 □実際に手当てができるか不安が残る□□
□その他	慌てて作業をすると、けが人が不安になると思う

本日学んだセミナーは、災害発生時に備え、地域における自助・共助の大切さに重点においています。
地域防災力のアップのために、奉仕団員がグループでこの「自主防災セミナニ」をサポートするこ
とはできますか?
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